
令和７年度【2025年度】

施設番号

施設名

施設所在地
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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

始めは、保育者が赤マットにあるイラストや色が何か問いかけ、子どもが指さしたり、言葉で伝える姿が見られ、保

育者対子どもの関わりが広がっていた。少しずつ言葉や友だちとの関わりが増えてきた事により、子どもが友だちに

「しょうぼうしゃは？」など問いかけ、やりとりをする姿が見られ、赤マットの色やイラストを見ながら子ども同士

の言葉のやりとりが増えている。色も「あか」「あお」など様々な色が分かるようになってきている。

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

異年齢クラス(０、１歳児クラス)であるため、年上の子の姿を見て真似る姿が多く見られることや、イラストを見て

言葉を発する姿が多くなったことから、テーマを「色‧言葉」とする。イラストがあるマットや壁⾯から言葉を発した

り、子ども同士で話す姿も見られる。子どもの興味関心を引き出せるような環境設定とし、さらに深めていきたい。

また、イラストがついた円形のマットを使⽤することで子ども同士が円になり、顔を見合わせて座ることができま

す。そこからさらなる関わりや言葉の成⻑に繋げていく。

月１回/10月～12月

令和７年10月での室内の自由遊び

10月に数回実施(子どもたちの興味や関心の高まったタイミングを大切にしながら実施)

対象児：０～１歳児（ぽかぽか）

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

みんなの顔が見えるラグ

赤マットの絵や色などを言葉で保育者や友だちに伝え、様々な言葉へに触れる。赤マットを見て子どもが自然と興味

を持ち、言葉を引き出せるような環境を作っていく。子ども同士がイラストを介して関わり合い、簡単なやりとりを

楽しむ。イラストが描かれた円形のマットを使⽤することで、子ども同士が円になり、互いの顔を見合わせながら座

ることができるようにしている。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

言葉数が増え始め、赤マットをみて「ぶーぶー」「あいす」「しょうぼうしゃ」などと指差しをしながら物の名前を話す姿が見られる。保育者

との関わりの中で、「けーきはどれだ？」「すいかはどれだ？」などの問いかけに対して「これ」「こっち」と物の名前が分かるようになり、

赤マットのイラストと名前が一致するようになってきている。帰りの会では、赤マットの好きなイラストの上に座り、友だちと一緒に会に参加

して楽しむ姿が見られる。

(色、言葉)
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